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(57)【要約】
【課題】　画面の輝度低下を均一化するとともに、表示
寿命を延ばすことの可能な表示装置およびこの表示装置
を備えた情報処理装置を提供することを目的とする。
【解決手段】　　有機ＥＬディスプレイ６が点灯されて
から第１の時間が経過したら、有機ＥＬディスプレイ６
の輝度を徐々に低下させる。有機ＥＬディスプレイ６の
輝度を低下させた後は、画素の発光部分と非発光部分を
反転させる。有機ＥＬディスプレイ６に時刻や注意メッ
セージ等が表示されてから、一定時間が経過すると、画
素の発光部分と非発光部分とを反転させて表示させるこ
とにより特定の画素のみが頻繁に使用されるのを防止す
ることができる。さらに、発光部分と非発光部分とを反
転させてからは第１の輝度よりも低い第２の輝度で表示
させることにより、単に発光部分と非発光部分とを反転
させる場合よりも表示寿命を延ばすことが可能となる。
【選択図】　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に設けられるとともに、複数の画素から構成される有機ＥＬディスプレイと、
　前記有機ＥＬディスプレイの表示を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記有機ＥＬディスプレイの輝度を第１の輝度から前記第１の輝度よ
りも低い第２の輝度まで低下させ、前記複数の画素の中で発光している画素と非発光の画
素とを反転させて表示させることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記有機ＥＬディスプレイが点灯されてから第１の時間経過後に前記
有機ＥＬディスプレイの輝度を前記第２の輝度まで低下させるとともに、前記第１の時間
よりも長い第２の時間経過後に前記有機ＥＬディスプレイを消灯させることを特徴とする
請求項１記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記有機ＥＬディスプレイの輝度を第１の輝度から前記第２の輝度ま
で段階的に低下させることを特徴とする請求項１記載の情報処理装置。
【請求項４】
　情報を入力する入力手段を備え、
　前記有機ＥＬディスプレイが消灯された後に前記入力手段を介して入力が行われた時、
前記制御手段は前記有機ＥＬディスプレイを前記第１の輝度で表示させることを特徴とす
る請求項２記載の情報処理装置。
【請求項５】
　複数の画素から構成される有機ＥＬディスプレイの表示制御方法であって、
　第１の輝度で表示された有機ＥＬディスプレイの輝度を第１の輝度よりも低い第２の輝
度に低下させ、
　前記複数の画素の中で発光している画素と非発光の画素とを反転させて表示させること
を特徴とする表示制御方法。
【請求項６】
　前記有機ＥＬディスプレイが点灯されてから第１の時間経過後に前記有機ＥＬディスプ
レイの輝度を前記第２の輝度まで低下させるとともに、前記第１の時間よりも長い第２の
時間経過後に前記有機ＥＬディスプレイを消灯させることを特徴とする請求５記載の表示
制御方法。
【請求項７】
　前記有機ＥＬディスプレイの輝度を第１の輝度から前記第２の輝度まで段階的に低下さ
せることを特徴とする請求項５記載の表示制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機ＥＬディスプレイの表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ノート型パーソナルコンピュータやＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓ
ｓｉｓｔａｎｃｅ）等の情報処理装置には表示装置が備え付けられている。情報処理装置
に用いられる表示装置としては、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ）やＰＤＰ（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）が用いられるが、近年では
有機エレクトロルミネッセンスディスプレイ（以下、有機ＥＬディスプレイという）も採
用され始めている。
【０００３】
　有機ＥＬディスプレイは、有機物中に注入された電子と正孔の再結合によって生じた励
起子によって発光する現象を利用している。励起子の発光時間は非常に早く、電流を変化
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させれば輝度が瞬時に変化するので、非常に応答速度が早く、液晶ディスプレイのように
バックライトをカラーフィルタに通して色を出すのではなく、色の付いた光を直接出せる
ためエネルギーの変換効率が高い。さらに、バックライトが不要であるため液晶ディスプ
レイと比べて薄型化も可能である。
【０００４】
　一方、発光体の有機物は通電及び酸素や湿気の影響により徐々に劣化して輝度が低下す
る。輝度を制限することにより寿命を延ばすことは可能であるが、輝度と寿命とはトレー
ドオフの関係にあり、画質と寿命とを両立させることは難しい。
【０００５】
　また、有機ＥＬディスプレイでは構成する画素毎の使用頻度が異なる等の理由から表示
画面全体に対して、特定の画素のみ輝度劣化が発生し、あたかも焼き付きが発生したかの
ように見える現象が生じる。
【０００６】
　特許文献１には有機ＥＬディスプレイの表示画面全体をポジ状態からネガ状態に徐々に
変化させることで焼き付き現象を防止する表示装置が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－２０７４７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし特許文献１に記載の技術では、反転制御により画面を均一化させ、焼き付き現象
を防止することは可能であるが、有機ＥＬディスプレイの寿命を延ばすことはできない。
【０００８】
　そこで本発明の目的は、画面の輝度低下を均一化するとともに、表示寿命を延ばすこと
の可能な表示装置およびこの表示装置を備えた情報処理装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明に係る情報処理装置は、筐体と、前記筐体に設けられ
るとともに、複数の画素から構成される有機ＥＬディスプレイと、前記有機ＥＬディスプ
レイの表示を制御する制御手段と、を備え、前記制御手段は、前記有機ＥＬディスプレイ
の輝度を第１の輝度から前記第１の輝度よりも低い第２の輝度まで低下させ、前記複数の
画素の中で発光している画素と非発光の画素とを反転させて表示させることを特徴とする
。
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明に係る表示制御方法は、複数の画素から構成される有
機ＥＬディスプレイの表示制御方法であって、第１の輝度で表示された有機ＥＬディスプ
レイの輝度を第１の輝度よりも低い第２の輝度に低下させ、前記複数の画素の中で発光し
ている画素と非発光の画素とを反転させて表示させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画面の輝度低下を均一化するとともに、表示寿命を延ばすことの可能
な表示装置およびこの表示装置を備えた情報処理装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下本発明に係る実施の形態を、図面を参照して説明する。本実施形態では情報処理装
置としてノート型のコンピュータ１を例に説明する。図１および図２は本発明の実施形態
に係るコンピュータを示す外観斜視図である。コンピュータ１は本体２を備え、本体２に
はディスプレイユニット３がヒンジ部４を介して回動可能に取り付けられている。ディス
プレイユニット３は本体２の上面２ａが開放される開き位置と、本体２の上面２ａが覆わ
れる閉じ位置とで回動可能である。図１ではディスプレイユニット３が開いた状態を示し
、図２ではディスプレイユニット３が閉じた状態を示している。ディスプレイユニット３
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内にはＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）５から構成される表示
装置が組み込まれるとともに、ディスプレイユニット３の背面３ａにはサブディスプレイ
として有機ＥＬディスプレイ６が設けられる。有機ＥＬディスプレイ６には、例えば時刻
や、注意メッセージ、電子メールの着信がある旨などが表示される。
【００１３】
　本実施形態では有機ＥＬディスプレイ６はディスプレイユニット３の背面３ａに設けら
れているが、本体２の前面２ｂなど他の箇所に設けても良い。本体２内には複数の電子部
品を搭載した回路基板が収容されている。本体２の上面２ａにはタッチパッド７およびキ
ーボード８が取り付けられ、コンピュータ１の電源をオン／オフするための電源スイッチ
９も設けられている。
【００１４】
　図３は本発明の実施形態に係るコンピュータの構成を示すブロック図である。コンピュ
ータ１には、ＣＰＵ１０、ノースブリッジ１１、主メモリ（ＲＡＭ）１２、グラフィック
スコントローラ１３、メモリ（ＶＲＡＭ）１４、ＬＣＤコントローラ１５、有機ＥＬディ
スプレイコントローラ１６、サウスブリッジ１７、ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１
８、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１９、エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラＩＣ（
ＥＣ／ＫＢＣ）２０、およびＬＣＤ５、有機ＥＬディスプレイ６、タッチパッド７、キー
ボード８、電源スイッチ９等が設けられている。
【００１５】
　ＣＰＵ１０は、コンピュータ１の各コンポーネントの動作を制御するプロセッサである
。このＣＰＵ１０は、ＨＤＤ１８から主メモリ（ＲＡＭ）１２にロードされるオペレーテ
ィングシステムおよび各種アプリケーションプログラム／ユーティリティプログラムを実
行する。主メモリ（ＲＡＭ）１２は、各種データバッファの格納にも用いられる。　また
、ＣＰＵ１０は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１９に格納されたＢＩＯＳ（Basic Input Output Sys
tem）も実行する。ＢＩＯＳはハードウェア制御のためのプログラムである。
【００１６】
　ノースブリッジ１１は、ＣＰＵ１０のローカルバスとサウスブリッジ１７との間を接続
するブリッジデバイスである。また、ノースブリッジ１１は、ＰＣＩ　Ｅｘｐｒｅｓｓバ
スなどを介してグラフィックスコントローラ１３との通信を実行する機能も有している。
さらに、ノースブリッジ１１には、主メモリ（ＲＡＭ）１２を制御するメモリコントロー
ラも内蔵されている。
【００１７】
　グラフィクスコントローラ１３は本コンピュータ１０のディスプレイモニタとして使用
されるＬＣＤ５および有機ＥＬディスプレイ６に表示する内容や輝度を制御する表示コン
トローラである。このグラフィクスコントローラ１３は、ＯＳまたはアプリケーションプ
ログラムによってビデオメモリ（ＶＲＡＭ）１４に書き込まれた表示データに対応する映
像信号をＬＣＤ５、有機ＥＬディスプレイ６に送出する。
【００１８】
　グラフィックスコントローラ１３内には、メモリ１３ａが内蔵されこのメモリ１３ａに
は後述するように、輝度を変更する時間・輝度などの情報が格納される。　ＬＣＤコント
ローラ１５は、グラフィックスコントローラ１３からの命令に応じてＬＣＤ５の駆動を制
御し、ＬＣＤ５に映像を表示させる。有機ＥＬディスプレイコントローラ１６は、グラフ
ィックスコントローラ１３からの命令に応じて有機ＥＬディスプレイ６の駆動を制御し、
有機ＥＬディスプレイ６に映像を表示させる。
【００１９】
　サウスブリッジ１７は、ＰＣＩ（Peripheral Component Interconnect）バスおよびＬ
ＰＣ（Low Pin Count）バスにそれぞれ接続されている。ＨＤＤ１８は、ＯＳや各種のア
プリケーションプログラムを格納する。
【００２０】
　エンベデッドコントローラ／キーボードコントローラ（ＥＣ／ＫＢＣ）２０は、電源管
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理のためのエンベデッドコントローラと、タッチパッド７およびキーボード８などを制御
するキーボードコントローラとが集積された１チップマイクロコンピュータである。ＥＣ
／ＫＢＣ２０は、電源回路２１と共同して、ユーザによる電源スイッチ９の操作に応答し
てコンピュータ１をパワーオン／パワーオフする処理を実行する。電源回路２１は、コン
ピュータ１に内蔵されたバッテリ２２からの電力、またはＡＣアダプタ２３を介して外部
から供給される電力を用いて、コンピュータ１内の各コンポーネントに供給すべき電力を
生成する。
【００２１】
　　ＥＣ／ＫＢＣ２０内には、レジスタ２０ａが設けられる。このレジスタ２０ａには、
有機ＥＬディスプレイ６を制御するために必要となる輝度や、点灯時間などの情報が格納
されている。レジスタ２０ａに格納された情報は、コンピュータ１の起動後にＢＩＯＳが
読み出してメモリ１３ａに書込むことで、グラフィックスコントローラ１３による表示の
制御に使用される。
【００２２】
　図４は本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイを制御する際の表示輝度と点灯時
間との関係を模式的に示す図である。図５は本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレ
イの表示の反転制御を模式的に示す図である。図６は本発明の実施形態に係る有機ＥＬデ
ィスプレイの表示の反転制御する際の画素の変化を模式的に示す図である。
【００２３】
　以下に、有機ＥＬディスプレイの表示寿命を延ばすために本実施形態で行われる制御に
ついて説明する。有機ＥＬディスプレイ６は、コンピュータ１の電源をオンした時、ディ
スプレイユニット３を閉じた時、新着電子メールを受信した時など特定の動作が行われた
際に点灯される。点灯されてから第１の時間ｔ１（以下、文中では単に「第１の時間」と
いう）までは予め設定された第１の輝度ｂ１（以下、文中では単に「第１の輝度」という
）として一定の輝度で表示を行う。この時の第１の輝度は、例えば有機ＥＬディスプレイ
の最大輝度とすることができる。有機ＥＬディスプレイ６が点灯されてから第１の時間が
経過したら、有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第２の輝度ｂ２（以下、文中では単に「第
２の輝度」という）まで徐々に低下させる。この時の第２の輝度は視認性を保ち得る出来
る限り低い輝度とし、例えば２０Ｃｄ程度に設定することができる。ユーザの違和感を少
なくするため、第１の輝度から第２の輝度まで低下させる制御は例えば１秒程度の出来る
限り短時間で行うことが望ましい。
【００２４】
　有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第２の輝度まで低下させた後は、図５および図６に示
すように画素の発光部分と非発光部分を反転させる。画素の発光部分と非発光部分とを反
転させた後は、第２の時間ｔ２（以下、文中では単に「第２の時間」という）が経過する
まで第２の輝度で表示させる。第２の時間が経過した後は、有機ＥＬディスプレイ６を消
灯させる。有機ＥＬディスプレイ６に、時刻や注意メッセージ等を表示させる際に、特定
の画素が頻繁に使用されると輝度劣化が発生し、焼き付きが発生したかのように見える。
本実施形態では、有機ＥＬディスプレイ６に時刻や注意メッセージ等が表示されてから、
一定時間が経過すると、画素の発光部分と非発光部分とを反転させて表示させることによ
り特定の画素のみが頻繁に使用されるのを防止することができる。さらに、発光部分と非
発光部分とを反転させてからは第１の輝度よりも低い第２の輝度で表示させることにより
、単に発光部分と非発光部分とを反転させる場合よりも表示寿命を延ばすことが可能とな
る。
【００２５】
　なお、上記の説明では、有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第１の輝度から第２の輝度ま
で低下させてから、画素の発光部分と非発光部分とを反転させているが、有機ＥＬディス
プレイ６の輝度が第１の輝度で表示されている間に、画素の発光部分と非発光部分とを反
転させてから、有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第２の輝度まで低下させるような制御を
行っても良い。
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【００２６】
　図７は本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイの画素反転動作を示すフローチャ
ートである。まず、電源スイッチ９が押下されるとコンピュータ１が起動する（ステップ
１－１）。コンピュータ１の電源をオンした後に、時刻を表示する時、ディスプレイユニ
ット３を閉じた時、特定のキーが押下された時、新着電子メールを受信した時など有機Ｅ
Ｌディスプレイ６に表示を行うイベントが発生した際は（ステップ１－２のＹｅｓ）、有
機ＥＬディスプレイ６を点灯するとともに、その内容に応じた表示を第１の輝度で行う（
ステップ１－３）。有機ＥＬディスプレイ６が点灯されてから第１の時間が経過するまで
は、予め設定された第１の輝度で表示を行う（ステップ１－４のＮｏ）。有機ＥＬディス
プレイ６を点灯してから第１の時間が経過すると（ステップ１－４のＹｅｓ）、第１の輝
度から視認性を保ち得る出来る限り低い輝度として定められた第２の輝度まで低下させる
（ステップ１－５）。有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第２の輝度まで低下させた後は、
有機ＥＬディスプレイ６の発光部分と非発光部分の表示を反転させる（ステップ１－６）
。有機ＥＬディスプレイ６の発光部分と非発光部分の表示を反転させた後は、第２の輝度
での表示を行う（ステップ１－７）。有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第２の輝度まで低
下させ、発光部分と非発光部分の表示を反転させてから、第２の時間が経過すると（ステ
ップ１－８のＹｅｓ）、有機ＥＬディスプレイ６の発光部分を消灯する（ステップ１－９
）。有機ＥＬディスプレイ６の発光部分を消灯させた後であっても、タッチパッド７やキ
ーボード８等のインタフェース部からの入力があると（ステップ１－１０のＹｅｓ）、再
び有機ＥＬディスプレイ６の輝度を第１の輝度に戻して、インタフェース部からの入力に
応じた表示を行う（ステップ１－３）。
【００２７】
　このような処理で有機ＥＬディスプレイの表示を制御することにより、特定の画素のみ
が使用されることを防ぐとともに、時間の経過に伴って輝度を低下させるため表示寿命を
延ばすことも可能となる。すなわち、本実施形態では、画面の輝度低下を均一化するとと
もに、表示寿命を延ばすことの可能な表示装置およびこの表示装置を備えた情報処理装置
を提供することができる。
【００２８】
　本発明ではその主旨を逸脱しない範囲であれば、上記の実施形態に限定されるものでは
なく種々の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明の実施形態に係るコンピュータを示す外観斜視図。
【図２】本発明の実施形態に係るコンピュータを示す外観斜視図。
【図３】本発明の実施形態に係るコンピュータの構成を示すブロック図。
【図４】本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイを制御する際の表示輝度と点灯時
間との関係を模式的に示す図。
【図５】本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイの表示の反転制御を模式的に示す
図。
【図６】本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイの表示の反転制御する際の画素の
変化を模式的に示す図。
【図７】本発明の実施形態に係る有機ＥＬディスプレイの画素反転動作を示すフローチャ
ート。
【符号の説明】
【００３０】
１…コンピュータ、３…ディスプレイユニット、６…有機ＥＬディスプレイ、７…タッチ
パッド、８…キーボード、９…電源スイッチ、１０…ＣＰＵ、１１…ノースブリッジ、１
２…主メモリ、１３…グラフィクスコントローラ、１３ａ…メモリ、１５…ＬＣＤコント
ローラ、１６…有機ＥＬディスプレイコントローラ、１７…サウスブリッジ、１８…ＨＤ
Ｄ、１９…ＢＩＯＳ－ＲＯＭ、２０…ＥＣ／ＫＢＣ、２０ａ…レジスタ、２１…電源回路
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、２２…バッテリ、２３…アダプタ
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